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がん化学療法を受けられている患者さまを対象に 

ウィッグやメイクの講座を開催しました 

 

 

脱毛は抗がん剤の副作用の中でも高頻度に出現する副作用

です。毛髪は美容上の意義が大きく、特に女性の場合、脱

毛はボディイメージの変化に大きな影響を及ぼすことか

ら、脱毛についての心理的ケアやセルフケア支援は重要で

す。今回患者さまを対象に「おしゃれ講座」を開催し、講

師の方が実際にメイクをしながら、お手入れの方法やメイ

クのコツ、爪のケア、脱毛時のケアやウィッグについてと

いった話をしていただきました。患者さまからも好評でし

たが体調が優れず来ることができなかった方もいらっしゃ

ったので、次回の開催を検討していきたいと思っています 

もっと早く聞

きたかった

わ！！ 

参考になった 

さっそくﾒｲｸ道具

を買いに行こう！ 

 

 聴きに行きたかっ

たけどきつくて行

けなかった 

 

今回はがん化学療法看護と緩和ケアＣＮが担当します 

文責：森田 茂美 

荒尾市民病院 がんサロン「ひまわり」、2 周年を迎えました♪ 

がんサロン「ひまわり」は、がんの患者さん・ご家族同士の語らいの場としてオープンし、今年

7 月に 2 周年を迎えました。なかま同士だからこそ、分かち合え、癒され、知恵を出し合えるが

んサロンを目指し、患者さんとご家族が安心して思いを語り合え、ホッとできる場所が提供でき

る様、スタッフ一同心がけています。 

参加されるみなさんからも、がん治療のトピックスやイベントの案内などの情報提供をしてもら

ったり、フリートークでは病気以外の話に大いに笑ったりと、時間が過ぎるのが早く感じるほど

です。入院中の患者さんの参加も歓迎していますので、担当患者さんへお知らせください。 

 

 

＊日時：毎月第 2火曜日  

13時～14時 

＊場所：患者図書室「けやき」 

文責：松山 美保 

がん化学療法看護 

緩和ケア 

 

サロン参加者の

作品 

この命 

大事に使えば 

一生もん 勿忘草 
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